
　

平
成
22
年
２
月
に
本
町
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
デ
ポ
ッ
ク
市
は
、
環

境
問
題
支
援
に
関
す
る
国
際
協
力

関
係
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
大
学
と
産
学
官
連
携
に

取
り
組
む
中
で
、
同
大
学
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学

が
国
際
交
流
協
定
を
締
結
し
た
こ

と
が
交
流
の
は
じ
ま
り
で
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
が
所
在

す
る
デ
ポ
ッ
ク
市
は
、
人
口
約

１
７
０
万
人
、
面
積
約
2
0
0
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
都
市
で
す
。

本
町
の
２
倍
ほ
ど
の
面
積
に
対

し
、
人
口
は
10
倍
以
上
。
人
口
が

年
10
％
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら

ご
み
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
ご
み
の
分
別
は
ほ
と
ん
ど
さ

れ
て
お
ら
ず
、
収
集
し
た
ご
み

は
、
混
合
し
た
状
態
で
排
出
さ

れ
、
そ
の
ま
ま
郊
外
の
埋
立
処
分

場
に
搬
入
さ
れ
ま
す
。
埋
立
処
分

場
は
許
容
範
囲
を
す
で
に
こ
え
て

お
り
、
堆
積
し
た
ご
み
で
大
き
な

山
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
デ
ポ
ッ
ク
市
は
、
本
町

の
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
を
活
用
し

て
、
資
源
活
用
の
意
識
付
け
と
廃

棄
物
の
減
量
化
に
取
り
組
む
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

　

今
年
本
町
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
デ
ポ
ッ
ク
市
の
廃
棄
物
処
理
技

術
を
支
援
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
『
草
の

根
技
術
協
力
事
業
』
を
開
始
し
ま

す
。
本
事
業
で
は
、
大
崎
モ
デ
ル

の
初
期
段
階
の
分
別
を
広
め
る
た

め
、
３
年
間
技
術
開
発
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

７
月
初
旬
に
は
、
デ
ポ
ッ
ク
市

職
員
や
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
が

本
町
を
訪
れ
、
埋
立
処
分
場
や
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
研
修

を
行
い
ま
す
。

　

本
町
か
ら
は
、
８
月
に
同
市
を

訪
問
す
る
予
定
で
、
現
地
に
お
い

て
、
埋
立
処
分
場
の
延
命
化
及

び
衛
生
面
の
改
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
廃
棄
物
の
分
別
意
識
を
高

め
る
普
及
活
動
を
行
い
ま
す
。
合

わ
せ
て
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、

こ
の
モ
デ
ル
地
区
を
拠
点
に
学
校

の
環
境
教
育
な
ど
人
材
育
成
も
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。　

　

今
後
、
本
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
が
全
世
界
に
広
ま
り
、
地

球
規
模
で
環
境
問
題
を
考
え
る
機

会
に
な
り
、
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
に
豊
か
な
自
然
を
残
す
た
め
、

連
帯
し
た
環
境
活
動
が
高
ま
る
こ

と
に
期
待
が
込
め
ら
れ
ま
す
。

リサイクル技術を
　　　　　　世界へ ～大崎モデルが地球を救う～

▼インドネシア国デポック市のごみ埋立処分場

▲分別意識を高めるため、　
　アルミ缶を利用して作った
　ラボステーション
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